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SY5555の 臨床的検討

小 山 優

東京共済病院内科*

ペ ネム骨格 を有 す る新規 経 口用抗 生剤 で あ るSY5555に つ いて,内 科 領 域 の感染 症 に 対す る

臨床 効果 お よび安全 性 の検 討 を行 ったの で報告 す る。24例 の呼 吸 器お よび尿 路の 感染症 に使 用

し,感 染症 状不 明確 に よ って判 定不能 とな った1例 を除 く23例 につ い て有効性 を検 討 した。 臨

床効 果 は著効6例,有 効14例,や や 有効3例 で,有 効 率 は87、0%で あ り,全 例 がや や有 効以 上

であ った。

細 菌 学的検 討 で は,検 出 され た15株 中13株 が 消失 し,Haemophilus influenzaeお よびPseu-

domonas aeruginosa各1株 は不 変 で あ った。本 剤 に起 因す る副作 用 は 手掌 の発疹 が1例 で認

め られ,臨 床検 査値 の異常 変動 は好酸 球 お よびGPTの 軽 度上 昇が 各々1例 で認め られた。
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SY5555は ペ ネ ム骨格 を有す る新 しい経 口用 抗 生 剤

であ る。 本剤 は グ ラム陽性,グ ラム陰性 の好気 性菌 な

らびに嫌 気性菌 をカバー す る広 域抗 菌 スペ ク トル を有

し,そ の作用 は殺菌 的 であ る。 また主要 な細菌 が産 生

す る β-ラ クタマ ーゼ に対 して極 めて安 定 で,そ れ ら菌

株 に も抗 菌 力 を示す とされて い る1)。

われ われ は,内 科 領域 感染症24例 に対 して本 剤 を使

用 す る機 会 を得 たので,そ の成 績 につ いて報告 す る。

対象 は呼吸 器感染 症 と尿路感 染症 合計24例 で,疾 患

の 内訳 は咽頭 炎1例,扁 桃 炎4例,急 性 気 管支 炎13例,

気 管支拡 張症 の2次 感染1例,膀 胱 炎4例,腎 孟 腎 炎

1例 で あ った。 性別 は 男性10例,女 性14例 で,年 齢 は

18～93歳 に分 布 して お り,80歳 以 上 の 高 齢 者 は3例

あった。基礎 疾 患お よび合併 症 は11例 で認 め られたが,

いず れ も重 篤 で は なか った。 本 剤 の 用 法 用 量 は1回

100～200mgを4～22日 間,1日2～3回 食後 経 口投

与 した。

臨床 効果 は,自 他 覚所 見 お よび 白血球 数CRP,赤

沈 な どの検 査所 見の推 移 を,さ らに起 炎菌 が推定 され

た症例 は菌 の消 長 を指 標 として,「著効 」,「有効 」,「や

や有効 」,「無効 」の4段 階 または 「判 定不能 」 のいず

れか に判定 した。 細菌 学的効 果 は,起 炎菌 と推定 され

た検 出菌 の消長 につ いて,「 消失(陰 性 化)」,「部分 消

失」,「不変 」,「菌 交代 」の4段 階 または 「不 明」 の い

ずれ かに判 定 した。

疾 患別 に臨床効 果 をみ る と,急 性 咽頭 炎 では有効1

例,急 性扁 桃炎4例 は著効3例,有 効1例 で,全 例 が

著効 また は有効 であ った。 急性 気 管支 炎13例 で は,感

染症 状 が不明確 であ った1例(症 例9)を 除 く12例 を

臨床 効果 評価 対象 と して判定 し,著 効1例,有 効9例,

やや 有効2例 で あった。 気管 支拡 張症 の2次 感 染1例

は,や や 有効 で あった。

本 剤の 呼吸 器感染 症 に対す る臨床 効 果は,著 効4例,

有効11例,や や 有効3例 で,有 効率 は83.3%(15/18)で

あ り,全 例 がや や有効 以 上 であ った。

本 剤 の 呼吸 器 感 染症 に対 す る細 菌 学 的検 討 では,

Staphylococcus aureus 3株, Streptococcus Pyogenes 2

株, Branhamella catarrhalis 1株,  Haemophilus in-

fluenzae 1株 お よ び Pseudomonas aeruginosa 1株 の

合計8株 が検 出 され,6株 は 消失 した が,H. influen-

zae 1株 お よびP. aeruginosa 1株 は不 変 であ った。

尿路 感染 症 では,本 剤 に対 す る臨 床効 果 は急性 膀胱

炎4例 は著 効1例,有 効3例 で,腎 孟 腎炎1例 は著効

で,全 例 とも著効 または有 効 であ った。 細菌学 的検討

で も Enterococcus spp. 2株, Escherichia coli 4株,

Klebsiella pneumoniae 1株 の合 計7株 を検 出 し,い ず

れ も消 失 した が,Pseudomonas sp. 1株 が交 代菌 とし

て検 出 され た。

上記 の ご と く,本 剤 の 内科 領域 感染 症 に対す る臨床

効 果 は著効6例,有 効14例,や や 有効3例 で,全 例 が

や や有 効 以 上 で あ り,そ の 有効 率 は87.0%(20/23)で

あ った。 細菌 学的検 討 で は15株 を検 出 し,H. influen-

zaeお よ びP. aeruginosa各1株 を除 く13株 が 消失 し

た。 また投 与後 に交代 菌 と してPseudomonas sp. 1株

を検 出 して い る。

本 剤 に よ る と思 われ る副作 用 は 手 掌 の 発疹 が1例
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(症例14)で 認め られ た。 また,本 剤に よ る と思 わ れ

る臨床検査 値 の異常 変動 は,好 酸球 の軽度 上昇 が1例

(症例14)で,GPTの 軽度上 昇 が1例(症 例7)で 認

め られ た。

今 回検 討 を加 え た23例 に対 す るSY5555の 疾 患別 臨

床効 果 は,上 気 道炎 の5例 に対 して,著 効 が3例, ,有

効が2例 と非常 に良好 な成 績 であ った。 また,臨 床 効

果判定 が可 能 であ った下気道 感染症13例 の なか で,急

性 気管支 炎 の12例 に対 して,著 効 が1例,有 効 が9例,

や や有効 が2例 であ り,気 管支 拡張症 の2次 感 染1例

では,や や有効 であ った。 急性 気管支 炎 でやや 有効 と

な った2例 の うち,47歳 の女 性に本 剤1回200mgを1日

3回 食 後経 口で8日 間使用 した症 例8で は,CRP(3.6

→0 .8)は 陰性 化 した ものの 喀疾 は 改善 せ ず 残 って お

り,し か も判定 日以 降に他 抗生剤 の使 用 を必要 とした

の で,臨 床 効 果判 定 をやや 有 効 と した。本 症 例 はS

aureusとHir舜uenzaeの2株 が 検 出 され た 複数 菌 感

染例 で,Saureusは 消失 した もののHinfluenzaeは

不 変 で あ っ た。 こ のHinfluenmに 対 す る本 剤 の

MICは 未検査 で あ るが,本 剤の本 株 に対す る抗菌 力が

弱 いため に臨床 的に十 分 な結 果が 得 られ なか ったの で

あ ろ う。また急性 気管 支炎 の65歳 の男性 に本剤1回100

mgを1日3回 食 後経 口 で7日 間使 用 した 症 例16で

は,咳 漱,喀 疾 な どの 自覚症状 は ほぼ改善 したが,CRP

(3.3→1.5)は 陰性 化せ ず,臨 床効 果判定 をや や有効 で

とどめた。 さらに,臨 床 効果 がやや 有効 で あっ た気 管

支拡 張症の2次 感 染例(症 例19)は,72歳 の女性 であ っ

た が本 剤1回200mgを1日3回 食後 経 口 で22日 間使

用 した とこ ろ,自 覚症 状 は軽減 し,白 血球 数(12,000→

8,800)も 改善 した。 しか し,CRP(8.8→4.3)は 陰性化

せ ず,喀 疲 よ り起 炎菌 として検 出 され たPaerguinosa

は不変 で あ った。本症 例 は本剤 の感受 性 が ないPae処

uginosa感 染 で,し か も慢 性 の重 症 感染 症 で あ った こ

とか ら,臨 床 効 果がや や有 効 であ ったの は止 む を得 な

いで あろ う。

尿路感 染症 の5例 に対す る本剤 の臨 床効 果 は著効2

例,有 効3例 で上気 道感 染症 と同様 に 非常 に良好 な成

績 であ った。

細 菌 学 的効 果 は,グ ラム陽 性 菌 ではSaureus,S

pyogenes, Enterococcus sp.な ど検 出 された全 ての菌株

に有 効 で あ った。 また グ ラム 陰性 菌 ではEcoli,K.

pneumoniae, B.catarrhalisに 有 効 で あ っ た が,P

aemginosaお よ びHinfluenzaeは 除 菌 で き な か っ

た。 この グ ラム陽性球 菌 には強 くグ ラム陰性桿 菌に は

弱 い本 剤の 抗菌 力は,基 礎 試験 で確 認 され て い る結果1)

と同様 な もの であ った。

今 回の臨床 検討 で得 られた結 果は,既 存の経 口抗生

剤 の呼 吸器感 染症 に対 す る有用性 に 比 し遜 色 のな い も

ので あ った。 また,本 剤 に起 因す る副作用 お よび臨床

検査 値 の異常 変動 は軽微 な もの であ った。 以上,本 剤

は軽症 または 中等 症の 内科 領域感 染症 に対 し有効 な薬

剤で あ る。
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A clinical study on SY5555

Masaru Koyama

Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital

2-3-8 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153, Japan

A clinical study on SY5555, a new oral penem antibiotic, was performed, and the following results were

obtained.

SY5555 was administered to 24 patients. The clinical efficacy, evaluated in 23 patients, was excellent or

good in 20 cases, and fair in three cases. Bacteriologically, 13 of 15 strains were eradicated, but Haemophilus
influenzae and Pseudomonas aeruginosa persisted. As to side effects, eruption on the palm was observed in

one case. Laboratory findings revealed slight elevation of GPT in one case, and slight elevation of eosinophil

in another case. These results suggest that SY5555 is a useful drug for the treatment of mild or moderate

infections.


